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技術の概要

ﾅﾉﾃｸﾉﾛｼﾞｰ・
材料

1. フォトルミネッセンス (PL) 材料・エレクトロルミネッセンス (EL) 材料
2. 光学異性体分離材料
3. 不斉誘起高分子触媒
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光学活性基 (R*)を置換した共役高分子

用途

高分子の立体構造

PL・EL材料 光学異性体分割材料 不斉有機高分子触媒

1）精密な高次構造制御に基づく優れたPL・EL特性を発現する
2）共役高分子の側鎖に光学活性置換基を導入することで、置換基と共役高分子の相乗

効果で強い光学異方性が生じ、強い光学活性を示す材料が得られた。これは有機合成
で得られた医薬品などのラセミ体から生理活性を有する光学活性体を光学分割できる

3）同様に、光学活性置換基を持つ共役高分子にカルボキシル基やアミド基のような触媒
作用を有する官能基を導入すると、反応中心周辺の光学異方性により人工酵素として
機能し、不斉誘起高分子触媒として用いることができる
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